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エンブレム札幌滑田A,B 棟
給水配管赤錆防止及び

配管更生による長期延命の為の
“NMRパイプテクター'’®

設置提案書

標記の件9：：ついて下記fJ）辿り御提案致します。

記

く建物概要＞

建 物 名：エンブレム札惧済臼 A,B 棟
廷物所在地 :A 棟：北海道札保市渚田区渚田 2 条 3T目 7-27

:B 棟：北海道札帳市酒田区渚田 2 条 3T目 7·26

築年数 28 年
建物規模 •A棟： l．0 階建て 37 戸

:B 棟． 11 階建て 44 戸
配笞材質 共用部塩化ビニルライニング銀晋 (V LP) 

専有部：頷筈＜cuPl 

1. 所見と対策

①給水配管保護及び延命について

本物件は築後 28 年が経過しているマンションで、共用部の給水配管に塩化ピニ；レライ

ニング銀筈 (V LP) を使用しています。この配管の継手部は配管接合部のネジ山の断面

が甜出するため、その期待酎用年数は約 20 年であり築年数からも何らかの対策が必要で

あると考えられます。

特にパルプ周りの捺な呉稲金展同士が接合する継手部では部分霞池が形成されるため、

赤蜻閉器及び赤鐙によるネジ山の脱落が急速に進行する．＃から、早期に対応する手が韮要

と言えます2

今後絵水配秤、笹継手等の劣化がさらに進行しますと、バイプライニングの様な更乞工

事が必ず必淫になります.しかし、一般的にライニング等の更生：：：：：宰吝しますと．必然的

に 7~].0 ー後には配更房工事が必要になりま 弓~lll!のジ」．Iが，しでもがつ．tいる

・段}’で 1 日で早一ら ・ 、件によるネジ脱の進＇～を．Iとめ配知吋翠・一

命を計り、配筈更新エ＃を未然に抑止する事が誼要と考えられます，

“NMRパイプテクター’'は、他の更生工写や更薪エ市と造い配管を切断せずie毀盛工

宰を行う宰ができます．e また断水の必要がないため、日常生活等に支障をきたす宰なく配

皆肉の赤錆の進行を防ぎ、赤躾を流出させずに赤猜の黒銹化による体積収縮·で少しずつ赤

錆防塞を改菩し．配窄内強度を向上させ配筈保護・延命を計る苺が可能となります。
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更に＇‘1' MRパイプテクター＇＇は装匿のメンテナンスの必要がなく、ランニングコスト

も必要としませんc

②槌康に留君した活水について

"NMRバイプテクター‘＇は、 NMR現象により 7·k(l）凝芙を小さくし水和垣了を外側；こ

位置させ、面災水梧からの落下やポンプ等の運製によって水和室子を発生させ防錐効果を

得ると同時に、その亭が水道水よりも浅透力のある美味しい水を提供しますジ凝果())小さ

い水は塩莱など水の味を悪くしているガス状の物質を蛇口より急速に大気に放出させま

す(l)で、水はカルキ呉が減少し美味しくなります。また、お米や各涯綿胞に対する没透性

も大幅に向上し、その水分含有ゑを増やします，

以上の布より｀送入3寺のイニシャルコスト・設器後のメンテナンスやランニングコス L

等の経済性や利便性、赤錆閉塞改菩裁呆と配筈保護・延命能力等を総合的に考店し、配筈

更生工宰及び更新エ宰の要用に比べ、 5 分の 1 から 10 分の 1 の要，弔で済む経済的な配菩

更生装萱 “NMRバイプテクター”のJ a でも旦い導入を提案致しますc

“NMRパイプテクター＂は粟晃文堕二J紅角防止効果の保証（効果未滓成時の返金保龍）

をしております令

“NMRバイプテクター”は、こうした安全性や効果の確実性から、厚生労拗省管蒔の日

本赤十字社の病院や財務省管軽（国家公務貝共済組合）の虎ノ門病院、文部科学省では公

立の小中学校及び県立商等学校など多くの公的機関において採用して頂いております。ま

た、日本国特許をはじめ、米国、 EU 等の諸外国で特許を取得している技術で、国土交遥

省の新技術活用システム (NETIS) に配管の防銹装臨として登録されていた技術です，
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2. "NMRパイプテクター＂について

(1) 効用について

〇断水T．布を一切行わず赤鈷の晶禁化による記帝の更生。

〇配管肉赤錆防止及び継手記の赤錯によるネジlL脱落防止。

〇継手部赤錆朗塞の進行防止及びその痰少．

0今後必ず必要となる配笞全面更新を基本的に不要とし、修緒資用を大福に削減する。

〈2) 設置配管及び設置数

〇給水ボンプニ次側 A 棟系統給水配筈 (VLP 6 5A) 

"NMRパイブテクター‘' PT-75DS 1 セット

〇給水ポンプご次佃IB 椋系統拾水配管 (V LP 6 5 A; 

"NMRパイプテクター', PT-75DS l セット

(3) "NMRパイブテクター＂使用に関する留惹事項

◆配笹内の水が“>IMRパイプテククー＇＇設世部を通過·jることで、 NMR現象により 7.~

の礎芙を小さくし水和霊子を外側に位留．させ、ポンプによる水t.f)速動（圧送による水の

流れ）によって水和筵子を発生させますこその水和箆子により新規ク）赤鉗発生を防止し、

赤錆（オキシ水酸化鉄）を黒鈷（マグネタイト） ｝こ還元反応させる原現ですので、設匿

栢所以後の祀笞内部に対して効采を発樺します。

◆装滋の性質上、水を多く使用すればより確実に赤錘防止効果を発搭することができます。

♦バイプスベース内配管 (20;..) での水使用堂が 350 牝／日未満では、赤錆腐食の進行倖

止或いは進行を現状よりも遅くする効果となります。

♦異稲金屈接合部や錯によりネジ山が殆ど脱落した箇所では、部分的な配菩の敗替えが必

要となります。

♦配管の外部腐食に対しては効巣が期待できません。

♦銅脊に対する “NMRパイプテクタヽ•-”の効果は、緑育の新規発生防止となります。

流速による1半耗やその他の原因で発生するビンホー／ンを完全に防止することはできま

せんe
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(4) 保証について

0 "NMRパイプテククー”;i設世日より 10年間の製品保証を致します，

0“NMRパイプテクタ--",i業界で唯一ー、次項 3 の効果保証をしております。

(5) 使用耐用年数

0 "NMRパイプテククー'’iま投畔より 40 年間以上使用できます。
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3 配管更生の効果判定及び効果保証について

0 "NMRバイプテクター＂の赤錆防止効果をコ輝していただくため、給水配背•1)内楳

錢による調査をご桓案申 l、上げます， ’'NMRパイプテクター”設葉前と設袋 1 年後の

司じ箇所の赤錆閉塞率を比較し、赤錆の思錆化によって赤悸閉奉が縮小改蒋することを、

閉奉に至っていない据合には現状より進行しないことをもって効果保証と致します。

0上記効果判定が得られない堀合には、お支払い頂いた金額を返金すると同時に装面を取

り介し現状復l日致します。
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4. "NMRパイプテクター’'設筐提案箇所
(1) 設匿筒所の略図
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給水ポンブニ次側 B棟系統
給水配管
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設置提案箇所の写真

給水ポンプニ次側 A 棟系統
給水配管
(VL P-6 5A) 

写頁矢印部の保温材を外し、

記管に防食テープを巻き
"NMRパイプテクター”
PT-7GDS 紅設僭します。
その後、保温処埋を行った後、

ラッキング処理の上仕上げます．

給水ポンプニ次僭 B 棟系統

給水配笞
(V LP-6 5 A} 

写真矢和部の保浬材を外 l‘‘
配管に防食テープを巻き
"NMRバイプテククー”
PT-75DS を設置します。

その後、保涅処理を行った後
ラッキング処理の上仕上げますの
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